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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給気送風機と空気経路によって連通する室外開口部と、排気送風機と空気経路によって
連通する室外開口部と、前記２本の各空気経路の途中に設けた４岐路ダンパと、この４岐
路ダンパの切替制御手段を備え、前記４岐路ダンパは、箱形で対面する２面の中間を前後
区画壁によって前後に区画され室内側区画室と室外側区画室とし、前記室内側区画室は上
下に仕切られ前記給気送風機に連通する給気室と前記排気送風機に連通する排気室とし、
前記室外側区画室は左右に仕切られ左室と右室とし、それぞれが別個の室外開口部に連通
し、前記前後区画壁に、前記排気室と前記左室間を開閉するダンパ開口と、前記給気室と
前記右室間を開閉するダンパ開口と、前記給気室と前記左室間を開閉するダンパ開口と、
前記排気室と前記右室間を開閉するダンパ開口を備え、前記切替制御手段により、前記給
気室と前記右室間を開閉するダンパ開口および前記給気室と前記左室間を開閉するダンパ
開口を開または閉とし、その開閉と逆に、前記給気室と前記左室間を開閉するダンパ開口
および前記排気室と前記右室間を開閉するダンパ開口を閉または開とするように前記４岐
路ダンパの開閉を切替えることにより、屋外側の空気経路を給気経路または排気経路に切
替える同時吸排気換気システム機器の給排気経路。
【請求項２】
　給気送風機と空気経路によって連通する給気室外開口部と、排気送風機と空気経路によ
って連通する排気室外開口部との２本の空気経路と、この２本の空気経路の所定範囲を平
行部として離脱自在に分離すると共に移動自在の移動部に固定した移動平行部と、両端は
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前記移動平行部と同形同寸であって中間で交差した２本の空気経路を前記移動部の前記移
動平行部との対称位置に固定した移動交差部と、前記移動部の前記平行部と前記交差部と
の切替制御手段を備え、前記平行部と前記交差部を切替えることで給気室外開口部と排気
室外開口部の気流を入替える同時吸排気換気システム機器の給排気経路。
【請求項３】
　切替制御手段は、時限開閉制御部と切替制御部を備え、前記時限開閉制御部からの出力
信号によって切替制御部は所定時間毎に作動する請求項１または２記載の同時吸排気換気
システム機器の給排気経路。
【請求項４】
　切替制御手段は、給気流状態検知部と切替制御部を備え、この切替制御部は前記給気流
状態検知部からの出力信号に基づき作動する請求項１または２記載の同時吸排気換気シス
テム機器の給排気経路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、建物等に設置される同時吸排気換気システム機器の給排気経路に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種の換気システム機器には、特開平５－１５７２９９号公報に記載された熱交
換換気装置がある。
【０００３】
以下、その熱交換換気装置について図１５を参照しながら説明する。
図に示すように、室外から空気を室内に導入する給気ファン１０１と、室内の空気を室外
に排出する排気ファン１０２と、室内に導入される空気が通る給気側経路１０３ａと、室
外に排出される空気が通る排気側経路１０３ｂとを含み、一方の経路を通る空気と他方の
経路を通る空気との間での熱を交換する熱交換器１０３とを備えた熱交換換気装置１００
において、熱交換器１０３の排気側経路１０３ｂの出口近傍部に配設され、当該排気側経
路１０３ｂを通る空気の状態を検出する空気状態検出手段１０４と、この空気状態検出手
段１０４の出力信号に基づいて前記給気ファン１０１の回転を一時的に制御するスイッチ
機構１０５とを備えることにより、冬季の寒冷地において室外空気の温度が氷点下となっ
たとき暖房で高温多湿となっている室内空気が熱交換器１０３で熱を奪われ水蒸気が過飽
和状態となり、排気側経路１０３ｂの出口側で結露し凍結することによる目詰まり状態と
なる前に排気側経路１０３ｂの出口近傍部に配設されている空気状態検出手段１０４の出
力信号に基づいてスイッチ機構１０５が給気ファン１０１の回転を一時的に制動すること
で目詰まりを防止している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
このような従来の同時吸排気換気システム機器の室外側は、建屋の壁面に給気口と排気口
が設けられ給気側経路１０３ａの上流側給気ダクトＤ1および排気側経路１０３ｂの下流
側排気ダクトＤ4によって熱交換器１０３と連通しており、給気口と排気口には昆虫や塵
埃の侵入を防ぐため防虫網が取り付けられている。夏季や中間季には塵埃の他に昆虫も付
着し特に給気口においては通気抵抗となり換気に必要な給気風量が減少する。したがって
定期的な掃除によって所定の換気量の維持が必要であるが、給・排気口が建屋に取り付け
られる位置は軒下等の人の手が届かない場所であることが多く充分な掃除ができない。ま
た、給気口が目詰まりすること自体に気付かない場合も多くあるという課題があり、給気
口の目詰まりを自動的に防ぐようにすることが要望されている。
【０００５】
本発明は、このような従来の課題を解決するものであり、給・排気口の防虫網が自動的に
掃除ができる同時吸排気換気システム機器の給排気経路を提供することを目的としたもの
である。
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【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の同時吸排気換気システム機器の室外開口部と連通する給排気経路は上記目的を達
成するために、切替制御手段によって給気経路と排気経路が交互に切替わるようにしたも
のである。
【０００７】
本発明によれば、給気経路側の防虫網に給気流によって吸い付けられるように付着した昆
虫や塵埃等は、排気経路に切替わったときに排気流により吹き飛ばされることで掃除がで
きる同時吸排気換気システム機器の給排気経路が得られる。
【０００８】
また、他の手段は、給排気経路の切替制御手段として時限開閉制御部からの出力信号によ
って切替制御部は所定時間毎切替作動を行うようにしたものである。
【０００９】
そして、本発明によれば、時限開閉制御部の切替時間間隔を設定することにより自動的に
所定の間隔で経路を切替える同時吸排気換気システム機器の給排気経路が得られる。
【００１０】
また、他の手段は、給気流状態検知手段からの出力信号を受けて動作する切替制御部を設
けたものである。
【００１１】
そして、本発明によれば、給気経路中の気流状態の変化によって経路を切替える同時吸排
気換気システム機器の給排気経路が得られる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
　本発明は、給気送風機および排気送風機と、この送風機それぞれと室外開口部を連通す
る空気経路の途中に多岐路ダンパと、このダンパの切替制御手段を設ける。このダンパは
箱形で対面する２面の中間を前後区画壁によって前後に区画され、そして一方を室内側区
画室、他方を室外側区画室とし、室内側区画室は上下に仕切られ、給気送風機に連通する
給気室、排気送風機に連通する排気室とする。室外側区画室は左右に仕切られ、それぞれ
が別個の室外開口部に連通する前後区画壁は、４等分となる位置に開閉板が水平方向に左
右に中央部を支持軸で回動可能に支持されている。そして給気室側から見て横ならびの開
閉板２枚は給気ダンパ開閉器に、一方が「開」で他方は「閉」の状態に固定され、また排
気室も２枚の開閉板を給気室とは逆対称に一方が「閉」他方が「開」の状態に排気ダンパ
開閉固定したものであり、給気室側の開閉板を開とすると給気となるから、その場合排気
室の開閉板は給気室の開となった所と対角線上の所が開となる。このように開閉板の開閉
位置を上下を左右逆にすることで給気流と排気流を入替えることができる。
【００１５】
また、給気送風機および排気送風機と給気口および排気口を連通する各空気流路の中間で
所定部分を平行状態に近接させ着脱自在に分離し、別個に前記の平行状態部とは両端部は
同形同寸で途中では経路を交差させた交差状態部を互いに９０度位置をずらせて重ね合わ
せ、回動自在の円盤に固定した経路切替部と、この経路切替部の切替制御手段とを設けた
ものであり、経路切替部を９０度回転することで給気流と排気流を入替えることができる
。
【００１６】
また、切替制御手段は、時限開閉制御部と切替制御部を備え、時間経過に伴い切替制御部
の電源の開閉および接続回路の切替えを行うようにしたものであり、所定の時間毎に切替
制御部への電源の開閉と接続回路の切替えを行うことにより、自動的に給気流と排気流の
室外側経路を切替えることができる。
【００１７】
また、切替制御手段は、空気流路に設けた給気流状態検知手段により、給気流の圧力また
は風量等の変化を検知し信号として切替制御部へ入力し、切替制御部の電源開閉および接
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続回路の切替えを行うことにより、自動的に給気流と排気流の室外経路を切替えることが
できる。
【００１８】
以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【００１９】
【実施例】
　（参考例１）
　図１、図２および図３に示すように、同時吸排気換気システム機器の熱交換気ユニット
１は通常建屋の屋根裏や天井裏に設置され、室外から空気を室内に導入する給気送風機２
と、室内の空気を室外に排出する排気送風機５と、室内に導入される給気流ｂの空気経路
３ｂと、室外に排出される排気流ａの空気経路３ａとを含み、排気流ａと給気流ｂとの間
で熱を交換する熱交換器１３とを備えている。また、建屋の外壁には室外開口部４ａ、４
ｂが設けられており、排気流ａおよび給気流ｂはこの室外開口部４ａ、４ｂから給排気さ
れる。なお室内側については図示しないが室内側に設けられた室内開口部と給排気流がそ
れぞれ連通する空気経路が熱交換器１３を介して空気経路３ａ、３ｂと連通するものであ
る。そして熱交換器１３と室外開口部４ａ、４ｂとの間には４台の開閉ダンパ６、７、８
、９を配設し、空気経路３ｂの室外側を二股に分岐し分岐経路３ｂ1、３ｂ2とし、同様に
空気経路３ａは分岐経路３ａ1、３ａ2に分岐する。分岐経路３ｂ1と開閉ダンパ８、分岐
経路３ｂ2と開閉ダンパ９、分岐経路３ａ1と開閉ダンパ６、分岐経路３ａ2と開閉ダンパ
７とそれぞれ接続される。一方、室外側は開閉ダンパ８からの分岐経路３ｂ1および開閉
ダンパ６からの分岐経路３ａ1を室外側経路１１ｂに合流して室外開口部４ｂに連通し、
開閉ダンパ９からの分岐経路３ｂ2および開閉ダンパ７からの分岐経路３ａ2を室外側経路
１１ａに合流して室外開口部４ａに連通する。そして開閉ダンパ６、９と開閉ダンパ７、
８がそれぞれ組となって制御部１０と電路１２によって接続される。開閉ダンパ６および
９は図示しないがそれぞれに、電磁スイッチあるいはステッピングモータ等の開閉駆動部
を有し、制御部１０によってそれぞれの組毎に開と閉が逆になるよう開閉される。また室
外開口部４ａ、４ｂには屋外からの昆虫や塵埃の侵入を防ぐことを目的とした金属等の網
（図示せず）によって全面が覆われている。
【００２０】
上記構成において、開閉ダンパ６、９が「開」、開閉ダンパ７、８が「閉」のとき（図２
）、排気送風機５からの排気流ａは空気経路３ａから分岐経路３ａ1、３ａ2へと流れるが
開閉ダンパ７が閉じているので排気流ａはダンパ６から室外側経路１１ｂを通り室外開口
部４ｂから排出される。同時に給気送風機２に吸込まれる給気流ｂを空気経路３ｂから分
岐経路３ｂ1、３ｂ2へと逆上ってたどると開閉ダンパ８は閉じているので給気流ｂはダン
パ９から室外側経路１１ａを経て室外開口部４ａから吸込まれる。このようにして人の生
活により汚染される室内空気を排出すると同時に新鮮な室外空気を給気するが、この途中
で熱交換器１３によって排気流ａと給気流ｂは熱交換される。そして室外開口部４ａの外
側には外気に乗って飛来する昆虫や種々の塵埃が蓄積され、これが抵抗となり給気流量が
減少することになる。また厳冬期には雪片等も付着し、より一層の抵抗増となり同時給排
気のバランスが大きく崩れ換気が不能となる。
【００２１】
そこで制御部１０により開閉ダンパの開閉状態を逆に切替える（図３）と、開閉ダンパ７
、８が「開」、開閉ダンパ６、９が「閉」となり、排気送風機５からの排気流ａは空気経
路３ａから開放されている開閉ダンパ７を通り室外側経路１１ａを経て室外開口部４ａか
ら室外へ排出されるが、このとき室外開口部４ａの外側に給気流ｂによって吸着された塵
埃等が内から押し出すように吹き飛ばされる。そして給気送風機２の空気経路３ｂは「開
」となった開閉ダンパ８に連通する分岐経路３ｂ1を介して室外側経路１１ｂに連通し、
室外開口部４ｂから外気を吸込むことになり、外気の塵埃等は今度は室外開口部４ｂの外
側に付着することになる。
【００２２】
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制御部１０にタイマ機能と開閉切替制御部を設けて所定時間毎に前記４個所の開閉ダンパ
６、７、８、９を切替えることにより自動的に室外開口部４ａ、４ｂに付着した塵埃等の
除去を行うことができる。またタイマ機能に替えて空気経路内の気流の状態を検知する機
能とすると正常気流状態から所定値の変化が生じたときに開閉ダンパ６、７、８、９の開
閉を切替えることが自動的にできる。
【００２３】
　（参考例２）
　図４、図５および図６に示すように、熱交換気ユニット１は室外空気を室内に導入する
給気送風機２および排気送風機５の室内側に連通する熱交換器１３を備え、排気送風機５
の室外側には先端が二股に分岐し分岐経路３ａ1と分岐経路３ａ2となる空気経路３ａが、
そして給気送風機２の室外側には先端が二股に分岐し分岐経路３ｂ1と分岐経路３ｂ2とな
る空気経路３ｂがそれぞれ連通している。
【００２４】
前記４本の分岐経路は２台の３路ダンパ１４と１５に連通する。３路ダンパは中間の接続
口Ｃと、ダンパの切替えによって中間の接続口Ｃとの連通が開または閉となる接続口Ｌと
Ｒの合わせて３箇所の接続口Ｃ、Ｌ、Ｒを有する。すなわち分岐経路３ａ1は接続口１４
Ｌへ、分岐経路３ａ2は接続口１５Ｌへ、分岐経路３ｂ1は接続口１４Ｒへ、分岐経路３ｂ

2は接続口１５Ｒへ連通するよう接続される。そして中間の接続口１４Ｃは室外側経路１
１ｂを経て室外開口部４ｂに連通し、接続口１５Ｃは室外側経路１１ａを経て室外開口部
４ａに連通する。２台の３路ダンパ１４、１５は制御部１６と電気的に接続され、その動
作指示信号によって各々は逆の方向に開閉動作をすることに設定されている。すなわち３
路ダンパ１４で接続口１４Ｃと接続口１４Ｌが「閉」となるとき、３路ダンパ１５では接
続口１５Ｃと接続口１５Ｌは「開」となるように構成されている。
【００２５】
上記構成において、図５に示すように３路ダンパ１４の接続口１４Ｃと接続口１４Ｌが「
閉」で、接続口１４Ｒとは「開」、一方３路ダンパ１５では接続口１５Ｃと接続口１５Ｌ
は「開」で、接続口１５Ｒとは「閉」となっている場合、排気流ａは空気経路３ａの分岐
経路３ａ1へ流れたものは接続口１４Ｌは閉じているため分岐経路３ａ2から開通している
接続口１５Ｌから接続口１５Ｃを経て室外側経路１１ａを通り室外開口部４ａから排出さ
れる。同時に給気流ｂは接続口１４Ｒが室外へ通じている接続口１４Ｃと開通している３
路ダンパ１４を通して分岐経路３ｂ1から空気経路３ｂへと流れるから、外気は室外側経
路１１ｂを経て室外開口部４ｂから吸込まれることになり、室外側開口部４ｂの外側に塵
埃等が時間の経過と共に付着堆積するものである。
【００２６】
制御部１６により３路ダンパ１４、１５の切替え状態を図６に示すように前記の状態とは
逆の状態にすると、接続口１４Ｃと１４Ｌは「開」、１４Ｒとは「閉」、接続口１５Ｃと
１５Ｌは「閉」、１５Ｒとは「開」となり、排気流ａは空気経路３ａの分岐経路３ａ1か
ら接続口１４Ｌを通り室外側経路１１ｂを経て室外開口部４ｂから排出される。そして前
に吸着されていた室外開口部４ｂの外側に付着していた塵埃等は吹き飛ばされる。そして
室外開口部４ａからは外気が吸込まれ、室外側経路１１ａから３路ダンパ１５の接続口１
５Ｃから１５Ｒを通って分岐経路３ｂ2、空気経路３ｂへ給気流ｂが流れることになる。
【００２７】
　なお、３路ダンパ１４、１５の切替駆動部は電磁スイッチまたはステッピングモータ等
を用い、制御部１６の機能については参考例１で述べたものと同様である。
【００２８】
　（実施例１）
　本実施例は、前記参考例１および２で説明した同時吸排気換気システム機器の熱交換気
ユニット１と室外開口部４ａ、４ｂを連通する空気経路３ａ、３ｂおよび室外側経路１１
ａ、１１ｂとによって形成される２つの空気流の向きをダンパを介在することによって逆
転するダンパの構成に関するものであるから上記した構成部分については同一のものとし



(6) JP 4046843 B2 2008.2.13

10

20

30

40

50

、詳細な説明や図示は省略する。
【００２９】
図７、図８および図９に示すように４岐路ダンパ１７は方形の箱体であって内部を室内側
と室外側に中央を前後に区画するようダンパ取付板２５が固定され、室外側を仕切壁板２
６で左右に左室２８と右室２９に区画し、室内側は仕切壁板２７で上下に区画し、上方の
給気室３０と下方の排気室３１とする。室外側の区画の各々にフランジ付きの室外側開口
２８ａ、２９ａを設け、室内側の給気室３０へフランジ付きの給気開口３０ｂ、排気室３
１へは排気開口３１ａを設ける。ダンパ取付板２５は４等分に配置されたダンパ開口３２
、３３、３４および３５にそれぞれ対応してダンパ翼３６、３７、３８および３９が配設
される。そしてダンパ翼３６と３７は給気側のダンパ駆動部１８の回転軸１９に横並びに
設けられ、ダンパ翼３８、３９は排気側のダンパ駆動部２０の回転軸２１に上方と同様に
横並びに設けられる。このときダンパ翼３６は水平すなわちダンパ開口３２を開状態に、
そしてダンパ翼３７は垂直すなわちダンパ開口３３を閉状態、またダンパ翼３８は垂直す
なわちダンパ開口３４は閉状態、ダンパ翼３９は水平すなわちダンパ開口３５は開状態と
なるよう取付けられる。ダンパ駆動部１８、２０はステッピングモータあるいは電磁スイ
ッチを内蔵し、制御部（図示せず）と電気的に接続されており、回転軸１９、２１を同時
に同方向へ９０度往復動作するように構成される。
【００３０】
上記構成において、ダンパ開口の状態が先に構成を説明した図７と同じ図８を参照しなが
ら動作を説明する。
【００３１】
排気送風機５からの排気流ａは空気経路３ａから４岐路ダンパ１７の排気室３１へと入り
、ダンパ翼３９が水平で開となっているダンパ開口３５部を通り左室２８から室外側開口
２８ａに接続される室外側経路１１ｂを流れ、室外開口部４ｂから排出される。同時に給
気送風機２に吸込まれる給気流ｂを空気経路３ｂから給気開口３０ｂを通って給気室３０
へと逆上るとダンパ翼３６が水平で開となっているダンパ開口３２部を通り右室２９、室
外側経路１１ａを経て室外開口部４ａから外気が吸込まれるものである。
【００３２】
次にダンパ駆動部１８、２０に電気信号を送ると回転軸１９、２１は同時に同方向へ９０
度回転して、各ダンパ翼３６、３７、３８、３９は水平から垂直へ、垂直から水平へと姿
勢が変化し、図９に示されるように、給気室３０のダンパ開口３２部は「開」→「閉」、
ダンパ開口３３部は「閉」→「開」となるから空気経路は右室２９から左室２８へと通じ
室外開口部４ｂから外気を吸込むことになる。一方排気流ａも空気経路３ａから排気室３
１へ入り、「閉」から「開」となったダンパ開口３４部を通って右室２９に入り室外側経
路１１ａを経て室外開口部４ａから排出されることとなる。
【００３３】
　（実施例２）
　図１０、図１１および図１２に示すように、給気送風機４１の空気経路４２と排気送風
機４４の空気経路４５と室外側経路１１ａ、１１ｂの空気経路の途中に経路切替部５１を
設ける。この経路切替部５１は空気経路４２、４５に連通する空気経路４３、４６を有し
、この２本の経路の途中に円盤状の経路移動部５２を回動自在に回転軸５３によって係止
される。回転軸５３は図示しないがステッピングモータ等に連動し制御部（図示せず）に
よって作動する。経路移動部５２は空気経路４３、４６に連通する移動平行経路４７、４
８と、回転軸５３を中心として９０度の角度で交差する位置に前記の移動平行経路４７、
４８に同形同寸で途中で経路がＸ形に交差した移動交差経路４９、５０を設けた構成とし
たものである。
【００３４】
上記構成において、経路移動部５２の状態を図１１を参照しながら動作を説明する。すな
わち、経路切替部５１の経路移動部５２が空気経路４２、４５と連通しているとき、言い
替えると移動平行経路４７、４８と連通しているときに排気流ａは、空気経路４５から経
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路切替部５１の空気経路４６を経て移動平行経路４８を通り、室外側経路１１ｂへと排出
される。そして給気流ｂは空気経路４２から空気経路４３、移動平行経路４７を経て室外
側経路１１ａへ連通する経路から外気を吸込み流れるものである。次に図１２に示すよう
に制御部の指令信号により経路移動部５２が９０度旋回すると、給気流ｂの空気経路４２
と接続している空気経路４３は移動交差経路４９と連通し室外側経路１１ｂから外気を吸
込むことになる。排気流ａも空気経路４５から空気経路４６を経て移動交差経路５０を通
り室外側経路１１ａから排出することになる。すなわち排気流ａと給気流ｂは室外側経路
１１ａ、１１ｂにおいては入れ替わることになるものである。なお、経路移動部５２の旋
回は９０度刻みの往復動でも一方向への旋回であってもよい。
【００３５】
　（実施例３）
　図１３に示すように切替制御手段としての制御部１０は、タイマーと電気接点の開閉器
を組合わせたタイムスイッチ機構により電路１２の開閉を行う。基本的には機械的なタイ
ムスイッチでよいが、また、マイクロコンピュータおよび周辺回路から構成され、各開閉
ダンパの駆動部の「開」・「閉」駆動を時限的に操作するものである。
【００３６】
　（実施例４）
　図１４に示すように切替制御手段としての制御部１０は、給気流状態検知手段としての
圧力センサ５４を室外側経路１１ａ、１１ｂの中へ備え、気流の圧力変化を出力信号とし
て制御部１０に設けたタイムスイッチ機構へ入力し、各ダンパの駆動部を制御する。タイ
ムスイッチ機構では気流の圧力が所定より低下すると給気流を排気流に切替える。排気流
の場合は室外開口部４ａ、４ｂが塞がることは無いので気流圧が低下することはない。
【００３７】
【発明の効果】
以上の実施例から明らかなように本発明によれば、給気送風機および排気送風機と室外開
口部をそれぞれ空気経路によって連通し、この空気経路の途中に開閉ダンパを設け、開閉
ダンパの開閉により室外開口部を通る空気流を給気あるいは排気に切替えるようにしたも
のであるから、給気時に室外開口部に付着堆積する塵埃等を排気流に切替わったときに吹
き飛ばし除去できるので、通常高所に設けられる室外開口部を安全に掃除ができ、常に通
気状態を正常に保つことができるという効果のある同時吸排気換気システム機器の給排気
経路を提供できる。
【００３８】
　また、一体に内蔵した４岐路ダンパおよび空気経路を移動平行部と交差したものと切替
えるものを処理風量や設置場所によって選択することで施工の自由度が広がるという効果
のある同時吸排気換気システム機器の給排気経路を提供できる。
【００３９】
また、開閉ダンパの開閉切替えを時限開閉制御部または給気流状態検知部によって自動的
に室外開口部を通る空気流を切替えるようにしたものであるから、室外開口部に給気時に
付着する塵埃等を自動的に除去し、人為的注意が不要で常に通気状態を正常に維持すると
いう効果のある同時給排気換気システム機器の給排気経路を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　　本発明の参考例１の給排気経路図
【図２】　　同給排気状態を示す図
【図３】　　同切替後給排気状態を示す図
【図４】　　同参考例２の給排気経路図
【図５】　　同給排気状態を示す図
【図６】　　同切替後給排気状態を示す図
【図７】　　同実施例１の給排気経路を示す斜視図
【図８】　　同給排気状態を示す斜視図
【図９】　　同切替後給排気状態を示す斜視図
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【図１０】　同実施例２の給排気経路を示す要部平断面図
【図１１】　同給排気状態を示す斜視図
【図１２】　同切替後給排気状態を示す斜視図
【図１３】　本発明のダンパ切替手段を示す図
【図１４】　同他のダンパ切替手段を示す図
【図１５】　従来の給排気状態を示す図
【符号の説明】
　　１　　　熱交換気ユニット
　　２　　　給気送風機
　　３ａ　　空気経路
　　３ａ1 　分岐経路
　　３ａ2 　分岐経路
　　３ｂ　　空気経路
　　３ｂ1 　分岐経路
　　３ｂ2 　分岐経路
　　４ａ　　室外開口部
　　４ｂ　　室外開口部
　　５　　　排気送風機
　　６　　　開閉ダンパ
　　７　　　開閉ダンパ
　　８　　　開閉ダンパ
　　９　　　開閉ダンパ
　１０　　　制御部
　１１ａ　　室外側経路
　１１ｂ　　室外側経路
　１２　　　電路
　１３　　　熱交換器
　１４　　　３路ダンパ
　１５　　　３路ダンパ
　１６　　　制御部
　１７　　　４岐路ダンパ
　１８　　　ダンパ駆動部
　２０　　　ダンパ駆動部
　２５　　　ダンパ取付板
　２８　　　左室
　２９　　　右室
　３０　　　給気室
　３１　　　排気室
　３２　　　ダンパ開口
　３３　　　ダンパ開口
　３４　　　ダンパ開口
　３５　　　ダンパ開口
　３６　　　ダンパ翼
　３７　　　ダンパ翼
　３８　　　ダンパ翼
　３９　　　ダンパ翼
　４１　　　給気送風機
　４２　　　空気経路
　４３　　　空気経路
　４４　　　排気送風機
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　４５　　　空気経路
　４６　　　空気経路
　４７　　　移動平行経路
　４８　　　移動平行経路
　４９　　　移動交差経路
　５０　　　移動交差経路
　５１　　　経路切替部
　５２　　　経路移動部
　５３　　　回転軸
　５４　　　圧力センサ
　ａ　　　　排気流
　ｂ　　　　給気流
　Ｃ　　　　接続口
　Ｌ　　　　接続口
　Ｒ　　　　接続口

【図１】 【図２】

【図３】
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